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第
３
章　

国
際
交
流

長
沙
市
の
研
修
医
受
け
入
れ

　
昭
和
53
年
８
月
、
日
中
平
和
友
好
条
約
が
結
ば
れ
た
。
鹿
児
島
は
中
国
大
陸
と
近
く
、
鑑
真
和
上
や
遣
唐
使
船
な
ど
歴
史

的
な
関
係
も
深
い
こ
と
か
ら
、
中
国
と
の
交
流
を
求
め
る
機
運
が
広
が
る
。
56
年
11
月
、
鹿
児
島
市
の
各
界
代
表
ら
が
中
国

の
各
都
市
を
訪
問
す
る
な
ど
友
好
ム
ー
ド
は
一
気
に
上
昇
。
こ
う
し
た
な
か
、
湖
南
省
の
省
都
で
人
口
約
１
２
０
万
人
超
の

長
沙
市
か
ら
、
鹿
児
島
市
に
友
好
都
市
締
結
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
先
遣
視
察
団
が
鹿
児
島
市
を
訪
れ
る
な
ど
交
流
が
ス

タ
ー
ト
し
、
57
年
10
月
30
日
、
友
好
都
市
を
締
結
し
た
。

　
翌
年
か
ら
交
流
が
活
発
化
。
10
月
に
は
鹿
児
島
市
友
好
団
が
友
好
都
市
締
結
１
周
年
記
念
式
典
に
臨
む
た
め
、
長
沙
市
を

訪
問
し
た
。
団
長
の
山
之
口
安
秀
市
長
が
交
流
の
８
項
目
を
提
案
。
12
月
、
鹿
児
島
市
を
訪
れ
た
長
沙
市
友
好
訪
問
団
が
、

山
之
口
市
長
の
提
案
の
う
ち
４
項
目
に
つ
い
て
実
現
可
能
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
第
１
に
掲
げ
ら
れ
た
の
が
「
市

立
病
院
へ
の
研
修
医
受
け
入
れ
」
だ
っ
た
。

　
翌
59
年
11
月
末
、
友
好
都
市
締
結
２
周
年
を
機
に
、
長
沙
市
第
４
医
院
の
趙チ
ョ
ウ

国コ
ク

祥シ
ョ
ウ

医
師
（
42
歳
）
と
同
市
口
腔
医
院
の
何カ

国コ
ク

強キ
ョ
ウ

医
師
（
31
歳
）
が
来
鹿
。
趙
医
師
が
循
環
器
科
、
何
医
師
が
歯
科
の
ほ
か
鹿
児
島
大
学
附
属
病
院
な
ど
で
約
９
カ
月
間

研
修
を
積
ん
だ
。
２
人
と
も
、
予
想
以
上
に
検
査
・
治
療
施
設
が
優
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
す
る
。
一
方
、
趙
医
師
は
、
鍼し
ん
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灸き
ゅ
う

医
学
の
実
態
を
報
告
し
、
石
神
稔
朗
循
環
器
科
科
長
は
「
日
本
以
上
に
し
っ
か
り
と
し
た
信
念
を
持
ち
、
病
態
を
つ
か
ん

で
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
と
話
し
た
。
帰
国
を
控
え
、
両
医
師
は
「
研
修
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
。
温
か
く
迎
え
て
く

れ
た
市
民
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
お
陰
で
医
療
を
は
じ
め
得
た
も
の
は
大
き
い
。
先
進
技
術
紹
介
は
も
ち
ろ
ん
、
両
市

の
友
好
を
高
め
る
よ
う
努
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
昭
和
60
年
11
月
、
２
度
目
の
受
け
入
れ
と
し
て
長
沙
市
第
３
医
院
の
符フ

嶺リ
ョ
ウ

華カ

医
師
（
46
歳
）
と
長
沙
市
口
腔
医
院
内
科
の

余ヨ

署シ
ョ

純ジ
ュ
ン

医
師
（
39
歳
）
の
２
人
が
来
鹿
し
た
。
符
医
師
は
循
環
器
科
が
専
門
で
こ
の
道
23
年
。
余
医
師
は
歯
科
15
年
の
ベ
テ

ラ
ン
で
日
本
語
は
日
常
会
話
を
こ
な
せ
る
。
２
人
は
６
カ
月
間
の
研
修
期
間
中
に
「
日
本
の
優
れ
た
医
学
の
制
度
や
機
器
の

ほ
か
、
生
活
習
慣
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
以
降
、
長
沙
市
か
ら
は
平
成
５
年
ま
で
毎
年
２
人
ず
つ
医
師
や
看
護
師
な
ど
研
修
生
が
訪
れ
、
10
年
間
、
20
人
が
市
立
病

院
を
中
心
に
研
修
し
、
多
く
の
研
修
生
が
、
感
激
と
感
謝
の
言
葉
を
残
し
て
鹿
児
島
を
後
に
し
た
。

（
第
３
回
か
ら
10
回
ま
で
の
研
修
生
は
次
の
通
り
）

　
第
３
回
（
61
年
７
月
～
）
何カ

小シ
ョ
ウ

泙ヘ
イ

、
唐ト
ウ

元ゲ
ン

泙ペ
イ

▽
第
４
回
（
62
年
２
月
～
）
王オ
ウ

一イ
ッ

欣キ
ン

、
陳チ
ン

斉サ
イ

国コ
ク

▽
第
５
回
（
62
年
10
月
～
）

黄コ
ウ

閔ビ
ン

、
張
チ
ョ
ウ

艶エ
ン

青セ
イ

▽
第
６
回
（
63
年
７
月
～
）
馮フ
ウ

飛ヒ

、
孫ソ
ン

長チ
ョ
ウ

立リ
ツ

▽
第
７
回
（
平
成
元
年
10
月
～
）
載サ
イ

月ゲ
ツ

梅バ
イ

、
張チ
ョ
ウ

憲ケ
ン

南ナ
ン

▽
第
８
回

（
平
成
２
年
11
月
～
）
彭ボ
ウ

敏ビ
ン

球キ
ュ
ウ

、
謝シ
ャ

宏コ
ウ

▽
第
９
回
（
平
成
４
年
１
月
～
）
張
チ
ョ
ウ

莉リ

、
王オ
ウ

敏ビ
ン

▽
第
10
回
（
平
成
５
年
４
月
～
）
黄コ
ウ

紅コ
ウ

光コ
ウ

、
王オ
ウ

西サ
イ

香コ
ウ

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
間
、
市
立
病
院
か
ら
も
長
沙
市
を
訪
問
し
、
医
療
関
係
者
ら
と
の
友
好
を
深
め
た
。
61
年
、
時
任
純
孝
院
長
を
団
長
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と
す
る
友
好
訪
問
団
４
人
が
、
７
月
28
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の
日
程
で
訪
れ
、
長
沙
市
の
医
療
関
係
者
ら
と
交
流
し
た
。

ま
た
63
年
９
月
28
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で
、
大
司
淑
子
総
看
護
師
長
を
団
長
に
、
唐
仁
原
道
子
中
央
回
復
室
看
護
師
長
、
内

山
好
美
６
階
西
病
棟
同
、
有
村
京
子
４
階
病
棟
同
、
町
田
由
紀
子
３
階
病
棟
同
の
５
人
が
長
沙
市
を
訪
問
し
た
。
現
地
で

は
、
市
立
病
院
で
研
修
し
た
何
小
泙
医
師
も
案
内
役
で
同
行
、
湖
南
医
学
大
学
附
属
第
一
病
院
な
ど
４
病
院
を
視
察
。
看
護

師
同
士
の
座
談
会
に
も
出
席
し
、
大
司
総
看
護
師
長
が
「
日
本
と
鹿
児
島
市
立
病
院
の
看
護
の
現
状
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
さ
ら
に
北
京
や
上
海
の
病
院
も
見
て
回
り
、
中
国
の
看
護
、
医
療
の
現
状
を
学
ん
だ
。

　
唐
仁
原
道
子
看
護
師
長
は
、
帰
国
後
「
ナ
ー
ス
の
立
場
と
し
て
、
ど
の
国
の
人
も
患
者
さ
ん
の
回
復
を
祈
っ
て
一
生
懸
命

努
力
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
中
国
の
ナ
ー
ス
た
ち
は
、
大
勢
の
見
学
者
の
前
で
も
臆
す
る
こ
と
な
く

堂
々
と
し
て
お
り
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
看
護
業
務
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
礼
儀
正
し
く
て
親
切
、
ま
た

意
欲
的
に
新
し
い
も
の
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
た
」
と
振
り
返
っ
た
。


